
●
ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ン
ド
の
初
心

　

本
誌
は
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
広

報
誌
と
し
て
評
価
の
高
か
っ
た
『
ア
ジ

研
ニ
ュ
ー
ス
』（
月
刊
）
と
旧
動
向
分

析
部
の
現
状
分
析
誌
『
ア
ジ
ア
ト
レ
ン

ド
』（
季
刊
）
を
一
体
化
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
。
筆
者
の
役
目
は
、
本
誌
の
誕

生
記
を
記
す
こ
と
で
は
な
い
が
、
こ
う

し
た
出
自
を
持
つ
本
誌
は
、
最
初
か
ら

発
展
途
上
国
の
政
治
・
経
済
・
社
会
問

題
に
関
す
る
高
い
水
準
の
現
状
分
析
や

重
要
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
提
供
す
る

こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

強
調
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
言
う
は

易
く
行
う
は
難
い
こ
と
で
あ
る
。
一
体

化
に
係
わ
っ
た
一
人
と
し
て
「
初
心
忘

る
べ
か
ら
ず
」
の
思
い
を
新
た
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

当
初
、
本
誌
に
現
状
分
析
論
文
を
提

供
す
る
の
は
、
そ
れ
を
主
任
務
と
し
て

い
た
動
向
分
析
部
の
研
究
者
が
中
心
に

な
る
と
想
定
さ
れ
た
が
、
日
を
お
か
ず

し
て
他
の
研
究
者
達
も
論
文
を
寄
せ
て

く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
は
、

『
ア
ジ
研
ニ
ュ
ー
ス
』
が
長
年
に
わ
た

り
研
究
者
に
対
し
て
一
般
読
者
向
け
の

分
析
を
求
め
続
け
て
き
て
お
り
、
研
究

者
側
に
も
そ
れ
に
則
し
た
執
筆
意
識
が

育
っ
て
い
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
思

う
。
研
究
に
学
術
的
水
準
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
は
当
然
だ
が
、
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
の
よ
う
な
公
的
研
究
機
関
は
、
そ

の
成
果
を
各
界
に
還
元
し
て
こ
そ
レ
ゾ

ン
デ
ー
ト
ル
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

本
誌
の
歩
み
は
そ
の
こ
と
を
証
明
し
て

い
る
と
思
う
。今
、原
稿
を
書
き
進
め
な

が
ら
、
準
備
段
階
で
誌
名
を
所
内
公
募

し
、
喧
々
諤
々
議
論
が
尽
き
な
か
っ
た

こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
す
が
、
ま
さ

に
手
作
り
の
雑
誌
で
あ
り
、
二
〇
〇
号

を
迎
え
た
本
誌
が
し
っ
か
り
と
「
ア
ジ

研
の
顔
」
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
編
集

陣
の
尽
力
と
一
人
ひ
と
り
の
寄
稿
者
の

熱
意
が
あ
っ
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

●
中
国
関
連
特
集
の
変
遷

　

創
刊
以
来
の
特
集
を
一
覧
し
て
み
る

と
、
創
刊
号
（
一
九
九
五
年
四
月
号
）

の
「
成
長
続
く
ア
ジ
ア
の
経
済
―
世
銀

表　1995年以降の中国の歩みと特集号

特集に関連する出来事 特集番号

1995年 9月 第9次5ヵ年計画提案。96年開始。

1996年 3月 台湾で初の総統直接選挙。李登輝が当選 ③

1997年 7月 香港返還 ①

　　　夏 アジア通貨危機始まる ②

　　　9月 中国共産党第15回全国代表大会

1998年11月 『村民委員会組織法』で村民委員会主任
（村長）などの直接選挙による選出を規定

④

1999年12月 マカオ返還

2000年 3月 台湾総統選挙で民進党候補が勝利

2001年 3月 第10次5カ年計画に西部大開発盛り込む ⑥

　　　12月 中国がWTO加盟 ⑤

2002年11月 中国共産党第16回全国代表大会。胡錦濤
が党総書記就任。

中国・ASEANの包括的経済協力枠組み合
意締結。FTAの2010年実施を宣言。

⑨

2003年春 中国を中心に新型肺炎SARSが大流行

2004年 3月 台湾総統選挙で民進党の陳水扁が再選 ⑦

2005年10月 第11次5カ年規画提案で「調和社会建設」
を明記。06年開始。

⑧

2007年10月 中国共産党第17回全国代表大会

2008年 8月 北京オリンピック開催

　　　9月 リーマンショックで国際金融危機始まる

　　　12月 日本とASEAN4カ国（シンガポール、ベ
トナム、ラオス、ミャンマー）の経済連
携協定発効。

⑩

09年末までにさらに4カ国との間で発効。

2009年10月 中国が建国60周年

2010年 5月 上海万博開幕（～10月） ⑪

2011年 3月 第12次5カ年規画綱要を全人代で採択

中国が東日本大震災に災害救援隊派遣 ⑫

創刊200号記念特集

トレンドをトレンドを
振り返る振り返る

中
国
特
集
に
み
る
二
つ
の「
初
心
」

大
西
康
雄
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レ
ポ
ー
ト
「
東
ア
ジ
ア
の
奇
跡
」
を
検

証
す
る
」
と
い
う
硬
派
も
の
か
ら
、
同

年
九
・
一
〇
月
合
併
号
の
「
発
展
途
上

国
の
働
く
女
性
」
と
い
っ
た
生
活
者
目

線
で
途
上
国
を
見
つ
め
る
も
の
ま
で
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
る
。
そ
う

し
た
な
か
で
、中
国
に
係
わ
る
特
集
は
、

や
は
り
そ
の
時
々
の
国
際
社
会
や
日
本

が
、
か
の
国
に
注
ぐ
視
線
の
変
化
を
如

実
に
反
映
し
た
も
の
が
多
い
。

　

初
の
中
国
関
連
特
集
と
な
っ
た
の
は

香
港
で
、
タ
イ
ト
ル
も
ず
ば
り
「
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
香
港
返
還
」（
一
九
九
六

年
七
月
号
。
表
中
①
、以
下
同
）。
当
時
、

本
土
に
「
回
収
」
さ
れ
る
香
港
の
人
々

の
間
で
は
無
論
の
こ
と
国
際
社
会
に

も
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
ー
と
し
て
の
香
港
の

性
格
が
変
わ
っ
て
以
後
に
大
陸
が
対
外

開
放
に
よ
る
成
長
路
線
を
継
続
で
き
る

の
か
否
か
に
つ
い
て
一
定
の
疑
念
が
存

在
し
て
い
た
。
特
集
は
、
こ
う
し
た
問

題
意
識
に
応
え
よ
う
と
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。

　

一
九
九
七
年
夏
か
ら
始
ま
っ
た
ア
ジ

ア
通
貨
危
機
は
、
外
資
依
存
、
輸
出
志

向
の
発
展
戦
略
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
も
の

と
な
っ
た
。
筆
者
は
当
時
北
京
に
駐
在

し
て
い
た
が
、危
機
後
の
中
国
は
改
革
・

開
放
始
ま
っ
て
以
来
初
の
デ
フ
レ
に
陥

り
、
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
は
閑
古
鳥
が
鳴

き
、
輸
出
企
業
は
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
た

こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。
中
国
は
通
貨

為
替
レ
ー
ト
切
り
下
げ
競
争
に
加
わ
ら

ず
に
危
機
を
乗
り
切
る
。
し
か
し
、
国

内
で
は
、
危
機
の
教
訓
と
し
て
、
外
資

導
入
に
こ
だ
わ
る
あ
ま
り
硬
直
的
だ
っ

た
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
通
貨
政
策
を

「
反
面
教
師
」
と
す
る
こ
と
、
さ
ら
に

は
ア
ジ
ア
独
自
の
通
貨
協
力
が
必
要
性

だ
と
す
る
議
論
が
沸
き
起
こ
り
、
Ｗ
Ｔ

Ｏ
加
盟
に
向
け
て
自
国
経
済
の
国
際
化

を
い
か
に
進
め
る
べ
き
か
を
巡
る
論
評

が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
九
九
八
年
年
頭
の
号
外
号
特
集

「
ア
ジ
ア
経
済
を
読
む
―
短
期
警
戒
・

長
期
楽
観
」（
表
中
②
）
は
、
ま
さ
に

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
の
さ
な
か
に
あ
る

東
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
経
済
の
現
状
と

今
後
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
副
題

に
あ
る
と
お
り
、
危
機
の
深
刻
な
影
響

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
・
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
の
成
長
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
再
生
す
る

と
の
見
通
し
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

同
年
六
月
号
に
は
、
返
還
後
の
香
港

を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
「
香
港
二
一
世
紀
―

返
還
か
ら
一
年
、そ
の
後
」
が
続
い
た
。

香
港
そ
の
も
の
に
焦
点
を
あ
て
、
楽
観

と
悲
観
の
間
を
ゆ
れ
る
経
済
、
社
会
の

実
情
を
多
角
的
に
紹
介
し
て
い
る
。
特

別
行
政
区
と
し
て
政
治
的
ス
テ
ー
タ
ス

を
確
定
し
た
も
の
の
、
経
済
の
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
や
社
会
の
安
定
の
維
持
に
つ
い

て
は
課
題
が
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

　

一
〇
月
号
で
は
「
台
湾
―
せ
め
ぎ
あ

う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」（
表
中
③
）

が
登
場
し
、
初
め
て
台
湾
の
現
状
を
取

り
上
げ
る
特
集
と
な
っ
た
。
大
陸
側
か

ら
は
、
香
港
が
示
し
た
よ
う
な
「
一
国

二
制
度
」
方
式
で
の
台
湾
統
合
が
望
ま

れ
て
い
た
が
、
こ
と
は
そ
う
単
純
で
は

な
い
。
特
集
で
は
、「
統
一
か
独
立
か
」

と
い
っ
た
政
治
的
図
式
に
と
ら
わ
れ
ず

に
、
台
湾
の
人
々
が
抱
く
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
（
原
語
「
台
湾
認
同
」）
を

多
角
的
に
分
析
し
た
論
考
が
収
録
さ
れ

お
り
、
そ
の
後
に
続
く
台
湾
特
集
の
嚆

矢
を
な
し
た
も
の
と
し
て
意
義
深
い
。

　

こ
れ
以
降
は
、
中
国
に
関
す
る
多
様

な
視
点
、
方
法
論
に
よ
る
特
集
が
順
次

登
場
す
る
。一
九
九
九
年
九
月
号
の「
地

方
か
ら
見
た
中
国
」（
表
中
④
）
は
、

当
時
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
中
国
の
地

方
行
政
末
端
（「
村
・
郷
」）
に
お
け
る

直
接
選
挙
の
動
き
に
刺
激
さ
れ
つ
つ
、

中
国
の
多
様
性
を
地
方
の
政
治
・
経
済

の
現
状
報
告
に
よ
っ
て
あ
ぶ
り
だ
そ
う

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
一
年
五
月
号
の
「
中
国
の
Ｗ

Ｔ
Ｏ
加
盟
」（
表
中
⑤
）
は
、
同
年
一

月
に
同
テ
ー
マ
で
開
催
し
た
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
議
論
を
踏
ま
え
た
特
集
で

あ
る
。
加
盟
が
中
国
経
済
に
及
ぼ
す
影

響
や
、
米
中
間
、
日
中
間
、
中
国
・
東

南
ア
ジ
ア
間
な
ど
主
要
な
経
済
関
係
の

今
後
を
展
望
し
た
論
考
が
並
ぶ
が
、
加

盟
後
の
中
国
経
済
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

は
、
当
時
の
予
測
を
は
る
か
に
超
え
る

も
の
で
あ
っ
た
。

　

同
年
八
月
号
の
「
中
国
の
西
部
大
開

発
」（
表
中
⑥
）
は
筆
者
が
関
わ
っ
た

特
集
で
あ
る
。
前
後
し
て
実
施
し
た
機

動
分
析
情
報
研
究
の
成
果
も
盛
り
込
ん

で
、
地
域
格
差
の
実
態
、
格
差
縮
小
へ

の
施
策
と
そ
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
る
。
私
事
に
わ
た
る
が
、
筆

者
に
と
っ
て
西
部
大
開
発
に
関
す
る
研

究
は
、
先
ほ
ど
言
及
し
た
一
九
九
七
〜

二
〇
〇
〇
年
の
北
京
駐
在
期
間
か
ら
開

始
し
た
も
の
で
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治

区
や
寧
夏
回
族
自
治
区
な
ど
最
も

デ
ィ
ー
プ
な
中
国
で
調
査
を
行
っ
た
記

憶
と
と
も
に
忘
れ
難
い
。

●
中
国
研
究
の
初
心

　

二
一
世
紀
入
り
後
の
特
集
で
は
、
研

究
会
・
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
を
内

容
と
し
た
も
の
や
編
集
委
員
会
の
独
自

企
画
も
の
が
増
加
し
て
い
っ
た
。
二
〇

〇
四
年
一
月
号
の
「『
中
国
の
台
頭
』

と
ア
ジ
ア
の
機
械
関
連
産
業
―
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
分
業
再
編
成
」

は
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
が
伝
統
と
し

て
き
た
産
業
・
企
業
研
究
を
「（
機
械
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関
連
産
業
に
お
け
る
）
中
国
の
台
頭
」

と
い
う
新
し
い
現
実
の
な
か
で
実
施
し

た
成
果
で
あ
る
。
台
頭
＝
脅
威
で
は
な

く
、
中
国
と
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
機
械
関

連
産
業
が
連
携
を
強
め
つ
つ
成
長
し
て

い
る
と
の
分
析
が
印
象
的
で
あ
る
。

　

久
し
ぶ
り
の
台
湾
特
集
で
あ
る
同
年

九
月
号
の
「
総
統
選
挙
後
の
台
湾
」（
表

中
⑦
）
は
、
選
挙
後
の
台
湾
の
政
治
・

経
済
を
展
望
し
た
も
の
で
あ
る
。
台
湾

は
前
回
選
挙
（
二
〇
〇
〇
年
）
に
お
け

る
政
権
交
代
に
続
き
、
新
政
権
の
継
続

と
い
う
レ
ッ
ス
ン
を
こ
な
し
た
。
民
主

主
義
の
成
熟
ぶ
り
を
示
し
た
こ
と
に
な

る
が
、
同
時
に
政
治
の
焦
点
が
新
し
い

社
会
づ
く
り
に
移
行
す
る
で
あ
ろ
う
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
五
年
一
一
月
号
の
「
中
国
に

お
け
る
持
続
可
能
な
流
域
ガ
バ
ナ
ン
ス

と
国
際
協
力
」
は
、
研
究
所
が
国
際
交

流
基
金
日
米
セ
ン
タ
ー
の
助
成
を
得
て

行
っ
た
日
米
中
共
同
研
究
の
成
果
で
あ

る
。「
流
域
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
と
い
う
新

し
い
視
点
を
提
供
し
、
国
際
河
川
流
域

国
家
で
あ
る
中
国
を
、
国
際
的
な
土
俵

に
立
た
せ
よ
う
と
す
る
意
図
が
感
じ
ら

れ
る
。
以
上
の
特
集
は
、
い
ず
れ
も
冒

頭
に
述
べ
た
流
れ
の
な
か
に
整
理
で
き

る
も
の
で
あ
り
、
総
じ
て
、
中
国
に
対

す
る
研
究
関
心
が
細
分
化
・
精
緻
化
し

て
き
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え

よ
う
。

　

実
は
同
じ
こ
ろ
、
所
内
の
中
国
研
究

者
グ
ル
ー
プ
で
は
、
多
様
化
す
る
一
方

の
中
国
研
究
へ
の
要
望
に
ど
う
応
え
る

べ
き
な
の
か
、
さ
ら
に
は
研
究
者
を
結

集
し
て
中
国
の
実
像
に
迫
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
意

識
を
話
し
合
っ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
五

年
に「
中
国
総
合
展
望
研
究
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
提
案
し
、
翌
年
か
ら
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
大
ま
か
な
経
緯
に
つ

い
て
は
二
〇
一
一
年
一
月
号
の
特
集

「
中
国
の
選
択
―
真
の
「
調
和
社
会
」

は
可
能
か
？
」（
表
中
⑧
）
の
巻
頭
エ
ッ

セ
イ
で
筆
者
が
記
し
た
と
お
り
で
あ

る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
五
研
究
会
の
成

果
は
最
終
的
に
「
現
代
中
国
分
析
シ

リ
ー
ズ
」（
ア
ジ
研
選
書
）
五
冊
と
し

て
結
実
し
た
。
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
同

特
集
、
さ
ら
に
は
前
記
「
シ
リ
ー
ズ
」

各
書
を
一
読
願
い
た
い
が
、
タ
イ
ト
ル

は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
1
．『
中

国
―
産
業
高
度
化
の
潮
流
』、
2
．『
中

国
の
政
治
的
安
定
』、
3
．『
中
国
農
村

改
革
と
農
業
産
業
化
』、
4
．『
中
国
の

持
続
可
能
な
成
長
―
資
源
・
環
境
制
約

の
克
服
は
可
能
か
？
』、5
．『
中
国「
調

和
社
会
」
構
築
の
現
段
階
』。
筆
者
を

含
む
所
内
の
中
国
研
究
者
と
し
て
は
、

自
ら
の
研
究
の
初
心
を
示
す
テ
ー
マ
を

追
求
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
「
中
国
総
合
展
望
研
究
」

が
中
国
研
究
の
全
て
で
は
な
い
。
こ
れ

以
外
の
研
究
活
動
の
う
ち
特
集
と
な
っ

た
も
の
に
は
、
ま
ず
、
二
〇
〇
六
年
七

月
号
「
現
代
中
国
の
政
治
変
容
」
が
あ

る
。
中
国
の
構
造
的
変
化
を
市
場
経
済

化
と
そ
れ
に
と
も
な
う
社
会
の
多
元
化

の
流
れ
と
と
ら
え
、
そ
の
な
か
で
政
治

的
ア
ク
タ
ー
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た

か
を
様
々
な
領
域
で
分
析
し
て
い
る
。

　

次
に
、同
年
八
月
号
「
中
国
＝
東
南
・

南
ア
ジ
ア
経
済
関
係
の
現
在
」（
表
中

⑨
）
は
、
筆
者
が
主
査
し
た
研
究
会
を

含
む
二
つ
の
研
究
会
の
報
告
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
中
国
と
東
南
ア
ジ
ア
の
経

済
関
係
に
つ
い
て
は
、
貿
易
の
深
化
が

相
互
間
の
投
資
に
進
み
、
さ
ら
に
は
Ｆ

Ｔ
Ａ
締
結
気
運
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
経

緯
を
各
国
の
立
場
に
即
し
て
論
じ
て
い

る
。
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
よ
う
に
、
ア
ジ

ア
域
内
経
済
関
係
の
今
後
を
考
え
る
う

え
で
無
視
で
き
な
い
イ
ン
ド
の
動
向
に

つ
い
て
も
分
析
を
加
え
て
い
る
。

　

二
〇
〇
七
年
六
月
号
「
東
ア
ジ
ア
Ｆ

Ｔ
Ａ
の
進
捗
と
日
中
貿
易
自
由
化
の
行

方
」（
表
中
⑩
）
に
お
い
て
は
、
上
記

研
究
の
問
題
意
識
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、

よ
り
具
体
的
に
東
ア
ジ
ア
域
内
貿
易
と

Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
の
現
状
、
見
通
し
を
分
析

し
て
い
る
。
計
量
モ
デ
ル
を
用
い
て
日

中
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
効
果
分
析
を
行
う
な
ど
政

策
提
言
を
も
意
図
し
て
お
り
、
近
年
の

政
策
提
言
研
究
の
先
駆
け
を
な
す
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
し
ば
ら
く
、
前
記
し
た
二
〇

一
一
年
一
月
号
の
特
集
が
「
中
国
総
合

展
望
研
究
」
の
終
了
に
あ
わ
せ
て
刊
行

さ
れ
る
ま
で
中
国
特
集
は
組
ま
れ
て
い

な
い
。
同
年
一
〇
月
号
で
は
、「
中
国

農
業
の
持
続
可
能
性
」
特
集
で
、
農
業

の
今
後
を
多
角
的
に
分
析
す
る
論
考
が

掲
載
さ
れ
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
生
態
学

的
、
経
済
的
、
社
会
・
政
治
的
の
三
つ

の
持
続
可
能
性
に
つ
い
て
総
合
的
に
検

討
を
加
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

本
稿
執
筆
時
点
で
最
新
の
中
国
特
集

は
、
二
〇
一
二
年
二
月
号
の
「
中
国
の

都
市
と
産
業
集
積
―
長
江
デ
ル
タ
で
な

に
が
起
き
て
い
る
か
」（
表
中
⑪
）
で

あ
る
。
特
に
一
九
九
〇
年
の
上
海
浦
東

開
発
開
始
以
降
、
経
済
発
展
を
加
速
さ

せ
て
き
た
長
江
デ
ル
タ
に
改
め
て
ス

ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
も
の
で
あ
る
が
、
筆

者
に
と
っ
て
も
個
人
的
に
納
得
で
き
る

指
摘
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
筆
者
は

二
〇
〇
八
年
三
月
〜
一
一
年
四
月
に

ジ
ェ
ト
ロ
上
海
セ
ン
タ
ー
所
長
と
し
て

か
の
地
に
駐
在
し
た
が
、
外
資
導
入
を

成
長
の
エ
ン
ジ
ン
と
し
な
が
ら
も
、
独

自
の
産
業
集
積
を
形
成
し
、
都
市
化
と

と
も
に
新
し
い
消
費
ス
テ
ー
ジ
を
実
現

し
て
い
く
姿
を
間
近
に
観
察
す
る
こ
と
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が
で
き
た
。

　

印
象
的
だ
っ
た
の
は
二
〇
〇
八
年
秋

の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
、「
外
需
な

き
中
国
経
済
」
の
姿
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
だ
。
同
時
期
、
確
か
に

上
海
は
成
長
率
を
大
き
く
低
下
さ
せ
た

が
、
堅
調
な
消
費
と
自
ら
の
サ
ー
ビ
ス

産
業
の
拡
大
に
加
え
、
外
需
と
か
か
わ

り
な
く
成
長
す
る
中
部
・
内
陸
地
域
と

の
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
な
か
に
新
し
い
成
長

点
を
求
め
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。
後

者
に
つ
い
て
は
解
説
が
必
要
だ
ろ
う
。

成
長
点
の
第
一
は
、
上
海
が
中
部
・
内

陸
地
域
の
対
外
貿
易
・
物
流
の
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
ー
で
あ
り
続
け
る
こ
と
、第
二
は
、

こ
れ
ら
地
域
に
労
働
集
約
型
製
造
業
を

移
転
し
て
産
業
構
造
高
度
化
を
進
め
、

自
ら
は
ヘ
ッ
ド
ク
オ
ー
タ
機
能
、
金
融

機
能
に
特
化
し
て
い
く
こ
と
、第
三
は
、

上
海
万
博
に
延
べ
七
三
〇
〇
万
人
を
集

め
、
新
し
い
都
市
型
消
費
生
活
を
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
こ
と
を
梃
子

に
こ
れ
ら
地
域
の
内
需
を
リ
ー
ド
し
取

り
込
ん
で
い
く
こ
と
、
で
あ
る
。
む
ろ

ん
、
こ
こ
で
記
し
た
よ
う
な
見
通
し
は

ま
だ
多
分
に
直
感
的
な
も
の
で
あ
る

が
、
前
記
特
集
の
よ
う
な
着
実
な
分
析

が
そ
れ
を
実
証
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

●
そ
し
て
、
日
本

　

本
誌
の
特
集
の
変
遷
を
眺
め
る
だ
け

で
も
、
こ
の
間
の
中
国
が
ど
れ
ほ
ど
の

変
貌
を
遂
げ
た
の
か
は
明
ら
か
だ
。
そ

れ
で
も
、
中
国
は
発
展
途
上
の
大
国
で

あ
り
、
途
上
国
の
抱
え
る
問
題
の
多
く

を
共
有
し
て
い
る
こ
と
も
ま
た
確
か
で

あ
る
。こ
の
よ
う
な
相
手
に
対
し
て
は
、

第
一
に
、
予
見
を
捨
て
次
々
に
生
起
し

て
く
る
事
象
を
虚
心
に
分
析
す
る
こ
と

が
必
要
だ
。
第
二
に
、
分
析
に
あ
た
っ

て
は
、
社
会
科
学
が
蓄
積
し
て
き
た
手

法
を
動
員
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

く
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
属
す
る
よ
う

な
知
見
か
ら
も
分
析
の
手
が
か
り
を
得

よ
う
と
す
る
知
的
貪
欲
さ
が
求
め
ら
れ

る
と
思
う
。

　

た
と
え
ば
、
日
中
関
係
と
い
う
テ
ー

マ
を
考
え
て
み
よ
う
。
経
済
的
に
は
、

中
国
は
日
本
に
と
っ
て
第
一
位
の
貿
易

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
日
本
企
業
の
海

外
展
開
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
地
位
を
占
め
て
い
る
。
筆
者
が
駐

在
し
た
時
点
で
、
上
海
に
投
資
し
て
い

る
日
本
企
業
は
七
〇
〇
〇
社
を
超
え
、

長
期
滞
在
者
五
万
人
を
擁
す
る
日
本
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
海
外
最
大
規
模
に

な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
周
辺
の
長
江
デ

ル
タ
で
活
動
す
る
日
本
企
業
を
考
え
る

と
、
両
国
関
係
が
も
は
や
後
に
引
け
な

い
段
階
に
達
し
て
い
る
こ
と
は
誰
の
目

に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
尖

閣
諸
島
問
題
な
ど
主
権
に
か
か
わ
る
問

題
、「
南
京
大
虐
殺
」
を
め
ぐ
る
政
治

家
の
発
言
が
も
た
ら
し
た
歴
史
認
識
に

か
か
わ
る
問
題
な
ど
が
発
生
す
る
と
、

中
国
社
会
の
反
応
は
途
端
に
厳
し
く
な

る
。
貿
易
問
題
を
扱
う
我
々
で
す
ら
、

中
国
側
責
任
者
と
の
会
見
が
急
に
キ
ャ

ン
セ
ル
さ
れ
た
り
、
こ
ち
ら
が
聞
き
も

し
な
い
の
に
中
国
側
が
同
問
題
に
言
及

し
て
き
て
会
談
の
雰
囲
気
が
気
ま
ず
く

な
る
と
い
う
こ
と
が
（
一
〇
年
一
日
の

ご
と
く
）
起
き
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
経
済

関
係
の
深
化
も
そ
れ
だ
け
で
は
両
国
関

係
に
質
的
変
化
を
も
た
ら
す
わ
け
で
は

な
い
。

　

そ
う
か
と
思
え
ば
、
東
日
本
大
震
災

が
報
道
さ
れ
た
後
に
は
、
た
ま
た
ま
乗

り
合
わ
せ
た
タ
ク
シ
ー
運
転
手
か
ら
お

見
舞
い
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
付
き
合
い
の
中
国
人
か

ら
家
族
の
安
否
を
気
遣
う
メ
ー
ル
を
受

け
取
っ
た
り
も
し
た
。
こ
う
し
た
場
面

か
ら
は
、
筆
者
が
前
に
駐
在
し
た
二
〇

〇
〇
年
初
頭
と
は
違
っ
た
国
民
感
情
が

芽
生
え
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ら
れ

た
。
ど
ち
ら
も
中
国
の
現
実
で
あ
り
、

ど
う
や
れ
ば
国
民
レ
ベ
ル
で
み
ら
れ
る

よ
う
な
好
ま
し
い
変
化
を
政
治
・
行
政

レ
ベ
ル
ま
で
及
ぼ
し
て
い
く
こ
と
が
出

来
る
の
か
、
日
本
人
も
中
国
人
も
真
剣

に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

中
国
に
限
ら
ず
、
我
々
途
上
国
研
究

者
に
と
っ
て
は
、
対
象
国
を
深
く
分
析

す
る
こ
と
は
ど
こ
か
で
日
本
の
あ
り
方

を
考
え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
く
る
。

二
〇
一
一
年
に
は
、
途
上
国
へ
の
視
点

を
変
え
て
み
る
と
い
う
意
味
で
よ
い
試

み
が
見
ら
れ
た
。
四
月
号
「
新
興
諸
国

の
高
齢
化
と
社
会
保
障
」
で
は
、
日
本

が
先
行
し
て
い
る
こ
の
問
題
に
、
中
国

を
含
む
新
興
諸
国
も
直
面
し
つ
つ
あ
る

実
情
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
よ

う
な
経
済
や
技
術
の
支
援
だ
け
で
な

く
、
日
本
は
こ
の
分
野
で
の
制
度
的
構

築
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
九
月
号
特
集

「
東
日
本
大
震
災
と
国
際
協
力
」（
表
中

⑫
）
に
は
、
災
害
対
応
に
お
け
る
国
際

協
力
を
模
索
す
る
論
考
が
含
ま
れ
て
い

る
。
近
年
の
中
国
の
海
外
投
資
、
海
外

援
助
の
拡
大
ぶ
り
を
見
る
に
つ
け
、
中

国
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
の
協
力
ス
キ
ー

ム
を
考
え
て
み
る
こ
と
も
有
意
義
で
は

な
い
か
と
気
づ
か
さ
れ
た
。
こ
う
し
た

発
想
も
ま
た
、
成
熟
し
た
日
中
関
係
を

目
指
す
う
え
で
ひ
と
つ
の
ヒ
ン
ト
を
与

え
て
く
れ
る
と
思
う
。

（
お
お
に
し　

や
す
お
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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